


 

 PMD の病勢の進展に伴って、変形とくに胸廓脊柱に変形がみられることは周

知の事実でありその発症、増悪阻止は、近時問題となりつつある心筋の早期変

性の問題を顧慮してもきわめて重要な課題である。 

 研究者らは、上述、脊柱の変形、とくに側変(なかんづく後側弯)の増悪阻止

に関し躯幹保持用シヤーレ式装具を工夫した。すなわち、従来の背腰部と大腿

根部を覆う躯幹支持シヤーレ式装具にかえ、背腰部と大腿根部とで切割し、両

者を弾性布帛にて結び、固定感より解放し、躯幹の能動的、自由な運動を許容

し、一定の肢位に固定せしめることを避けた。この装具を若干の症例に試作し

たところ、ほぼ満足すべき成績をえることができ、今後さらに工夫を重ね普遍

化をはかりたい。 


